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研究成果の概要（和文）：本研究では，顧客動線データと販売履歴データを統合し,消費者の移動状態を推定する店舗
内行動モデルを提案した．提案モデルを利用する利点として，推定された移動状態と実際の購買有無の関係から売場評
価のための指標を算出できる点があげられる．これらの評価指標を用いることにより，効果的な販売施策に結び付ける
ことが可能である．
 また商品の購入がショッピングに勢いをもたらし，以降の商品の購入傾向を高めるという仮説として，ショッピング
モーメンタム効果が，知られるが，提案モデルを利用して，RFIDデータとPOSデータから一部の顧客にこのような傾向
があることを確認した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we propose customer behavior model in store to estimate 
customer's moving state by integrating customer shopping path data and transaction data. The proposed 
method provide measures to evaluate sales areas from the relation between estimated moving state and 
actual purchase incident. These evaluation measures of sales area are useful for effective sales 
promotion.
 Although the shopping momentum effect that an purchase of products gives momentum in shopping, 
subsequent purchase possibility is increased is well known, we observed that some customers show shopping 
momentums effect by using the proposed model.

研究分野： 応用統計学・マーケティング
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１．研究開始当初の背景 
店舗内の消費者の購買意思決定過程を解

明するために，これまで，多くの研究が購買

履歴データである POS（Point of Purchase）

データやパネルデータを利用していた

（Guadagni & Little 1983). 多くの企業が

POS システムを導入している近年，販売実績

データは比較的入手しやすいデータではあ

るが，最終的な購入商品のリストであること

から，このデータのみを用いて，顧客の店舗

内購入意思決定過程を解明することは，難し

い．一方で，近年 RFID（Radio Frequency 

Identification）技術の発達により，顧客の

店舗内移動軌跡，すなわち，顧客動線データ

を自動的に収集することが可能となってき

ている．顧客動線データは古くは，直接観察

法と呼ばれる調査員の目視によるデータ収

集が行なわれていた（青木 1989）が，RFID

によってデータ収集を行なうことにより，自

動的に大量の顧客動線データを収集するこ

とが可能となる．さらに，顧客動線データと

購買実績データを統合することにより，顧客

がどの売場を移動して最終的に何を買った

かまでのプロセスを詳細に把握することが

可能となる．このような購買履歴データと顧

客動線データの統合的研究は，我々の研究グ

ループとペンシルバニア大学のP.S.Faderら

の研究グループが行なっている（Larson et 

al. 2005, Hui et al. 2008）のみであった． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，小売業における顧客の店

舗内移動情報を RFID などのセンサー情報

を用いて収集し，顧客の販売履歴データお

よび，チラシに掲載された安売り商品情報

などを用いて，顧客の売場における行動と

購買結果の因果関係を明らかにする店舗内

行動モデルを構築することである．構築す

る店舗内行動モデルは，大きく２つの応用

上の意義がある．１つは提案行動モデルを

売場魅力度，売場プロモーション，安売り

効果などの売場評価に適用することが期待

できる点である．2 つ目は，提案行動モデ

ルを，消費者行動仮説の検証に適用可能な

点である．本研究では，上記の知見をもと

に新たなマーケティング施策を店舗実験に

よって検証し，科学的な検証を行なう． 

 

３．研究の方法 

本研究は RFID を用いて顧客の店内行動を追

跡し，そのデータを解析する実証研究である．

データ収集は RFID タグをつけた買い物カー

トを店舗に設置し，顧客の店内動線データを

蓄積する．またこのデータを顧客の購買履歴

データとレジ通過時間を用いて統合するこ

とで，何時，誰が，どの売場を通過して店舗

内を移動し，最終的に何を購入したかをデー

タとして，把握することが可能になる． 我々

は RFID データ収集のため予備的な店舗実験

を関東地方のあるスーパーマーケットで実

施した． 

 

４．研究成果 

本研究では，顧客動線データおよび購買履歴

データから，統計モデルを用いて，売場にお

ける顧客行動モデルを構築し，立寄り，通過

などの顧客の売場行動を推定した．提案する

顧客行動モデルによって，以下の成果を上げ

ることができた． 

(1) 提案顧客行動モデルによる売場評価：売

場に立寄る行動に対して，売場自体の魅

力，POP などのインストアプロモーショ

ン，および，特売品などの安売り効果，

それぞれの寄与分を明らかにし，売場を

様々な観点から評価することが可能と

した．この売場評価指標から，売場配置

などの具体的な施策につなげる一連の

ビジネスプロセスを明らかにした． 

(2) 提案顧客行動モデルによるマーケティ

ング仮説の検証：提案行動モデルにもと

づいて，既存のマーケティング仮説の検



証を行なった．Dhar et.al（2007）は，

ショッピングモーメンタム効果と呼ば

れるショッピングにおける勢いの検証

を限られた購入機会，購入商品のもとで，

被験者間実験による検証を行なったが，

提案行動モデル，RFID データおよび POS

データを用いることにより，実際のデー

タにもとづくショッピングモーメンタ

ム効果の検証を行った． 

(3) 新規マーケティング仮説の立案，検証：．

提案顧客行動モデルを用いて，マーケテ

ィング仮説の発見，立案，検証を行ない，

そのビジネスインプリケーションにつ

いて検討を行った． 
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